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【《校訓》創造・協調・自律】 北九州市立若松中学校  

校 長 大庭 崇彦  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会を終えて 議長・集計係、執行部、専門委員会の皆さんありがとう！ 

先日の臨時休校の際は、保護者の皆様には大変ご迷惑、ご不便をおかけいたしました。今後も、関係

部局よりしっかりと情報収集し、生徒の安全を第一に考えて判断していきたいと思います。 

さて、大雨で延期となった「生徒総会」は、オンラインでの開催でしたが、承認の際の拍手や聞く態

度などとても素晴らしい姿で参加することが出来ました。 

講評の中で、私は皆さんに「ルールや約束ごとはなぜあるのか」とたずねました。もし、赤信号の「渡

ってはダメだ」というルールを世の中の人が守らなかったどうなるかを想像してもらいました。危険が

増えることが想像できたと思います。保健体育の「集団行動」を行う意味は、集団の中で個人が安全に

過ごすためにはどうすればよいかについて考え、「指示を聞き、ルールを守って行動する」ことを学ぶ

大切な内容なのです。 

生徒総会にあたり議事を進行してくれた「議長」「集計係」や各クラスの代議員や専門委員、生徒会

執行部の皆さん本当にありがとうございました。また、勇気をもってクラスの意見を発表してくれた「発

言者」の皆さんも本当にお疲れさまでした。 

今日の皆さんの話し合いを聞いて、皆さんがどんな若松中学校にしたいと考えているのか、そのため

に何が必要で、何を変えていかなければならないと考えているのか、みなさんの思いをしっかり受けと

めることができました。自分たちが発言したことに対しては、責任が生じます。そして、やらなければ

ならない義務も生じます。それを忘れないように、これから５、１０年後の若松中学校がより良くなっ

ていくために時代に合ったルール作りや生活ができるよう今後もみなさんの一人一人の力が必要です。 

 いよいよ夏休みが始まります。皆さんはどのように過ごす予定ですか？ 

 ある少年は、勉強があまり好きではありませんでした。ですが、中学３年生になり、周りが目標の高

校名の話をし、一生懸命に勉強している姿を見てチョットだけ不安になりました。ある少年は、自ら勉

強しようとしても集中力が１０分程しか続きません。そこで、母親に塾の夏期講習に行かせてもらえる

よう頼みこみました。その塾は、夏休みの４０日間、朝６時に集合し、お昼休憩３０分（お弁当）、晩

御飯１時間３０分（自宅で食べる）以外はほぼ自学自習。夜１１時までみっちりと学習する場所でした。 

毎日１５時間×４０日間＝６００時間。人生で一番勉強した夏休みになったそうです。 

あの一万円札の福沢諭吉（代表作『学問のすすめ』）も一人では学習できずに友達を巻き込んで蘭学

（オランダ語）を学習したそうです。また、独自に英学を習得しました。その得意の英語を日本人に馴

染みのある漢字にあてはめ、漢字で言葉をつくったことでも知られています。 

・スピーチ（Speech）→「演説」 ・トーク（Talk）→「談話」 ・リバティ（Liberty）→「自由」 

この夏、３年生は勉強がメインになると思いますが、１，２年生も何か１つ自分の好きなことが武器

（得意教科・特技や自慢できること）につながれば、とても楽しい人生に変わるのではないでしょうか。   

皆さん、平等に２４時間を自由に使うことができます。生活リズムを乱すことなく健康に注意して２

学期を迎えてください。 

夏休みをどう過ごしますか？ 



〈福沢諭吉の簡単なプロフィール〉 

19歳になり長崎で蘭学（らんがく）を学びます。23歳で江戸に出て、慶應義塾の起源と

なる蘭学塾を開く。『学問のすすめ』は、当時でもベストセラーを記録した福沢諭吉の代表作

です。「天は人の上に人を造らず 人の下に人を造らず」の一説は、多くの人が耳にしたこと

があると思います。 

 

【教育者としての偉業】 

慶應義塾を創立した人物。また、早稲田大学の創立者・大隈重信と仲が良かったこともあり、早稲

田大学の創立にも関わっていたそうです。ほかにも専修大学、一橋大学の創立にも、福沢諭吉が関わ

っていた。 

【日本銀行の設立に貢献】 

諸外国を見てまわった福沢諭吉は、それまでの日本にはなかった「中央銀行を置く」という概念を

持ち帰り、日本に紹介したと言われています。 

【保険の制度を日本に持ち帰った】 

かつての日本に保険制度はありませんでした。ヨーロッパで発達していた保険を日本に持ち帰り、

紹介したのは福沢諭吉です。のちに彼の教え子であった阿部泰蔵が、国内初の生命保険会社を立ち上

げます。この保険に真っ先に加入し、日本ではじめての生命保険加入者となったのも福沢でした。 

【翻訳者としての功績】 

福沢諭吉は蘭学を学び、独自に英学を習得しました。その得意の英語を日本人に馴染みのある漢字

にあてはめ、漢字で言葉をつくった。 

 

《あなたも自分の運命を変える夏休みにしてみませんか》 

 

 

 

 

 

 

 

 

             あなたの心にはどの言葉が刺さりましたか？ 

心が変われば、行動が変わる。 
行動が変われば、習慣が変わる。 
習慣が変われば、人格が変わる。 
人格が変われば、運命が変わる。 

思考に気をつけなさい、 

それはいつか言葉になるから。 

 

言葉に気をつけなさい、 

それはいつか行動になるから。 

 

行動に気をつけなさい、 

それはいつか習慣になるから。 

 

習慣に気をつけなさい、 

それはいつか性格になるから。 

 

性格に気をつけなさい、 

それはいつか運命になるから。 

 

心 が変われば   態度が変わる。 

態度 が変われば  行動 が変わる。 

行動 が変われば  習慣 が変わる。 

習慣 が変われば  人格 が変わる。 

人格 が変われば  運命 が変わる。 

運命 が変われば  人生 が変わる。 


